
滋賀

　謹啓  時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚くお礼申し上げます。

　さて、多項目自動血球分析装置の白血球分類の参照法(reference)
*1
につきましては、

これまで臨床検査標準協会(CLSI)が発行する白血球5分類の標準化ガイドラインに即し

た「鏡検法」を基準としておりました。2019年に日本検査血液学会(JSLH)より、「FCM

法による白血球分類の参照法における手順書JSLH-Diff」が公開され、2023年に同学会

より発表された参照法変更に関する提言を受けまして、この度、弊社におきましても

下記の通り変更させていただきたく、ご案内申し上げます。

　何卒、ご了承賜りますようお願い申し上げます。

謹白

■実施日

■変更項目および変更内容一覧

※上記変更は、白血球分類の参照法変更であり、測定方法の変更ではございません。
※上記変更に伴う基準値の変更はございません。

*1　参照法：装置のデータを評価するための基準となる検査方法

ご不明な点等ございましたら貴院担当もしくは当社インフォメーションまでお申し付けください。
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案内書 項目コード
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分類
方法

参照法*1

（フローサイトメトリー
（FCM）法）

参照法*1

（鏡検法）

新 旧

2025年5月

Ｎｏ．2025-27

検査内容変更のご案内

記

２０２５年 ６月 ２日（月）ご依頼分より

検査項目


